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☐

☐

☑

☑

☐
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経済

環境

事業者名 株式会社　H・Iシステック

㈱H・Iシステックは、「品質ファースト」の姿勢で最高品質の製品を提供することにより、すべてのステークホルダーに満足し
て頂き、信頼を築きます。大きく変化する多様性の時代を柔軟に対応し、SDGｓの達成に向け、サステナブルな社会の実現
に貢献する企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

時間外労働削減に伴う電力使用量の削減（売上高に対する
電力使用量を、２０２５年を１とした時に、２０２８年は０．９に
する）

労働環境の向上と教育（工場内環境・ハラスメント排除・コ
ミュニケーションイベント）

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのま
ま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

地域社会が抱える問題を、自社のIoTモジュールを使い、地域の高校や大学と共に研究していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・徹底した節電による省エネルギー化の推進
・廃棄物削減及び資源化利用の推進
・環境負荷の低減と汚染防止を積極的に推進

・２０２２年の売上高に対する電力使用
量を１とし２０２５年は０．９へ低減
・２０２２年の売上高に対する事務用消
耗品費用（コピー用紙など）を１として２
０２５年は０．９へ低減

・次世代に向けたＤＸ生産システムの構築
・ＩｏＴ技術の確立と社会貢献する製品提供

社会

経済

環境

社会

経済 30種類
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、そ
れぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時（3年後）の
数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・決算期8月の実績で、38期２０２２年
8月期合計の採用者18名と離職者12
名を、2025年41期は採用者23名と
離職者8名とする
・2025年までにブライト企業認定

前期の指標に対する実績

・労働環境の向上（平等性、多様性、労働条件、ハラスメント排除、安全
衛生）

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

２０２３年：採用者２１名/離職者１１名
２０２４年:採用者７名/離職者３名
２０２５年:採用者５名/離職者４名
3年間合計：１５名増員

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a DX生産管理システムは、構築され２０２５年１０月より本稼働される。
IoT技術は、１８種類が製品化され、様々な分野で公益となっているの
で目標は達成できた。

生産管理システムは２０２５年１０月より
稼働予定。IoT製品事業は確立。公益と
なった。

a
２０２２年：売上高ー７７８百万円/電力使用量ー77千ｋｗ
２０２５年：売上高ー１,２６８百万円/電力使用量ー78千ｋｗ
２０２２年：事務用消耗品費用ー４５9千円
２０２５年：事務用消耗品費用ー６６4千円

項目 セミナー・イベント数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

IoT製品事業のパッケージ化と製品バリエーションの拡大 現状（2025年） 更新時（3年後）

・電力使用量0.62（２０２２年の売上高
に対する電力使用量を１）
・事務用消耗品費用0.88（２０２２年の
売上高に対する事務用消耗品費用を１）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

18種類

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

・既存事業の生産管理をＡＩ活用でＤＸ
化生産システムへ２０２５年までに完全
移行
・ＩｏＴ製品の事業を確立し２０２５年ま
でに公益となる実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２3年～２０２５年の３年間の合計は
１５名増員のため、目標達成とする。
ブライト企業は申請中１０月確定。

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 電力使用量

現状（2025年） 更新時（3年後）

1

15回 20回

項目 IoT製品パッケージ・バリエーション数

0.9


